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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
ウ
イ
グ
ル
民
族
独
立
運
動
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

い
わ
ゆ
る
民
族
自
決
権
に
つ
い
て
は
、
確
立
さ
れ
た
一
般
的
な
定
義
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び

文
化
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条
約
第
六
号
。
以
下
「
社
会
権
規
約
」
と
い
う
。
）
第
一
条
�
及
び
市

民
的
及
び
政
治
的
権
利
に
関
す
る
国
際
規
約
（
昭
和
五
十
四
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
自
由
権
規
約
」
と
い
う
。
）
第
一
条

�
に
お
い
て
は
、
人
民
の
自
決
の
権
利
（
以
下
「
人
民
の
自
決
の
権
利
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
人
民
は
、
政

治
的
地
位
を
自
由
に
決
定
し
並
び
に
そ
の
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
発
展
を
自
由
に
追
求
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い

る
。

二
に
つ
い
て

我
が
国
は
、
社
会
権
規
約
及
び
自
由
権
規
約
を
締
結
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
人
民
の
自
決
の
権
利
は
尊
重
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
は
中
華
人
民
共
和
国
の
自
治
区
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
中
華
人
民
共
和
国

一



政
府
は
、
同
自
治
区
に
お
い
て
、
テ
ロ
及
び
破
壊
行
為
を
防
止
す
る
措
置
を
強
化
し
て
い
る
旨
表
明
し
て
い
る
が
、
政
府
と

し
て
も
関
心
を
持
っ
て
注
目
し
て
い
る
。

二


